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「
山
林
登
記
の
義
務
化
」

代
表
理
事
組
合
長

藤　
田　
君　
男

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
組
合
運
営
に
格
別
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
30
日
に
第
15
回
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
、
全
議
案
、
原
案
の
と
お
り
可
決

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
６
月
に
総
代
任
期
満
了
に
伴
う

総
代
改
選
が
行
わ
れ
、
200
名
の
新
し
い
総
代

の
皆
様
よ
り
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
総
代
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
更
な

る
組
合
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
山
林
を
相
続
し
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
す
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
る
所
有
者
不
明
の
山
林
が
生
じ
、

森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
上
で
支
障
を
き
た

す
状
況
に
な
っ
て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。

具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
法

務
局
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
法
務
局
や
登
記
事
務
の
専
門
家
へ

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
持
続
可
能
な
林
業
に
向
け

て
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「私たち森林組合は、６つのゴールを目指します。」

下刈作業前の大切な準備（刈払機 笹刃目立て）

　
　
　

 

新
人
職
員
紹
介　
本
紙
７
ペ
ー
ジ

第
９
回
機
械
無
料
点
検
会
＆
チ
ェ
ン
ソ
ー
ま
つ
り
開
催
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賦
課
金
の
納
入
に
つ
い
て

臨
時
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

終
了
に
つ
い
て

第
⓯
回
通
常
総
代
会
の
開
催

　

今
年
度
賦
課
金
に
つ
い
て
、
別
紙
納
入

通
知
書
の
と
お
り
９
月
30
日（
月
）と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
納
入
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
に
口
座
振
替
に

よ
る
納
入
手
続
き
を
推
奨
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
お
手
続
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、

当
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈令和５年度事業実績及び令和６年度事業計画〉　　　　（単位 ： 千円）
R5年度計画 R5年度実績 R6年度計画

指 導 事 業 5,620 5,758 5,420
販 売 事 業 124,390 118,119 126,780
加 工 事 業 37,770 26,722 37,650
森 林 整 備 事 業 345,220 357,087 332,150
総 　 収 　 益 513,000 507,686 502,000
事 業 総 利 益 134,000 140,568 139,000
事 業 管 理 費 122,800 126,604 131,000
事 業 外 損 益 200 △　　 92 500
経 常 利 益 11,400 13,872 8,500
特 別 損 益 △　3,300 △　　 63 △　　500
法 人 税 等 3,100 3,202 3,000
当 期 剰 余 金 5,000 10,607 5,000

　

小
国
事
業
所
と
三
島
事
業
所
の
業
務
を

本
所
へ
移
管
し
て
早
３
年
が
経
過
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
間
、
臨
時
窓
口
を
開
設
し
組
合

サ
ー
ビ
ス
の
対
応
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
近
年
ご
利
用
者
が
お
ら
れ
な
い

た
め
、
本
年
11
月
11
日
を
も
っ
て
終
了
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
窓
口
開
設
日

は
、
組
合
だ
よ
り
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
て
記

載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

今
後
も
本
所
に
て
各
種
手
続
き
や
伐
採

作
業
の
お
見
積
り
、
購
買
品
の
ご
用
命
な

ど
こ
れ
ま
で
同
様
に
承
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

去
る
５
月
30
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
に
お
い

て
、
第
15
回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
の

出
席
者
は
本
人
出
席
57
名
、
書
面
議
決
書
提
出
数
113
名
、
合

計
170
名
で
し
た
。（
総
代
数
196
名
）

　

総
代
会
は
、
藤
田
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
長
岡
地
域
振

興
局
農
林
振
興
部　

近
藤
課
長 

様
、
出
雲
崎
町　

仙
海
町

長 

様
、
長
岡
市
農
林
水
産
部　

波
形
部
長 

様
、
新
潟
県
森

林
組
合
連
合
会
指
導
管
理
部　

今
井
部
長 

様
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
見
附
市
の
棚
村
正
明 

様
が
議
長
に
就

任
し
、
名
議
長
の
進
行
で
組
合
の
提
案
議
案
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当日の会場の様子当日の会場の様子
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『
異
業
種
等
林
業
参
入
研
修
会
』

林
業
功
績
者
表
彰

優
良
安
全
運
転
事
業
所
表
彰

主
伐
・
再
造
林
施
業
現
場
見
学
受
入
れ

　

本
年
７
月
、
交
通
安
全
に
対

す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、「
優
秀
安
全
運
転
事

業
所
」
と
し
て
長
岡
警
察
署
よ

り
金
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
無
事
故
・
無
違
反
を

継
続
し
て
い

け
る
よ
う
安

全
運
転
に
対

す
る
意
識
を

高
め
て
参
り

ま
す
。

　

当
組
合
職
員
理
事
の
張
戸
参

与
が
、
長
年
に
亘
る
地
域
林
業

の
振
興
に
対
す
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
令
和
６
年
度
長
岡
市
林

業
功
績
者
表
彰
（
個
人
）
を
受

賞
し
、
長
岡
市
髙
野
農
林
整
備

課
長
様
よ
り
表
彰
状
を
授
与
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
林
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
６
月
、
県
林
政
課
の

主
催
に
よ
る
、森
林
・
林
業
基

本
戦
略
に
基
づ
く
循
環
型
林

業
の
推
進
と
、
花
粉
症
発
生

源
対
策
に
必
要
な
森
林
整
備

の
担
い
手
確
保
の
た
め
、
林

業
へ
の
参
入
に
関
心
の
あ
る

異
業
種
等
を
対
象
に
、
参
入

に
向
け
た
基
礎
知
識
を
学
ぶ

研
修
会
が
企
画
さ
れ
、
当
組

合
の
森
林
施
業
地
に
お
け
る

森
林
作
業
道
の
開
設
状
況
や

高
性
能
林
業
機
械
の
稼
働
状

況
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
、
佐
渡
流
域
森

林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

様
主
催
に
よ
る
林
業
技
術
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
出
雲
崎

町
豊
橋
地
内
で
の
現
場
見
学

を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
担
当
職
員
に

よ
る
説
明
の
後
、
作
業
状
況

に
つ
い
て
施
業
技
術
の
向
上

に
向
け
た
意
見
交
換
等
熱
心

に
視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。

髙野農林整備課長髙野農林整備課長 張戸参与張戸参与藤田組合長藤田組合長

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

��

神
田
所
長

神
田
所
長

長
岡
警
察
署
　
小
森
署
長

長
岡
警
察
署
　
小
森
署
長
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総
代
の
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日
よ
り

総
代
の
任
期
は
、
令
和
６
年
７
月
１
日
よ
り

令
和
９
年
６
月

令
和
９
年
６
月
3030
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

◎◎
は
代
表
総
代
の
皆
様
で
す
。（
定
数

は
代
表
総
代
の
皆
様
で
す
。（
定
数
3030
名
）
名
）

新
総
代

新
総
代
２００２００
名
が
名
が

　
　
　
決
定
い
た
し
ま
し
た

　
　
　
決
定
い
た
し
ま
し
た

長
岡
市
小
国
町
大
貝�

小
川
　
一
也

　
　 

〃 

　
　
三
桶�

◎
小
堀
　
正
美

　
　 

〃 

　
　
苔
野
島�

山
我
　
新
一

　
　 

〃 

　
　
原�

北
原
　
一
栄

　
　 

〃 

　
　
森
光�

保
坂
　
　
實

　
　 

〃 

　
　
小
栗
山�

北
原
　
隆
幸

　
　 

〃 

　
　
小
栗
山�

北
原
　
藤
夫

　
　 

〃 

　
　
諏
訪
井�

◎
笹
﨑
　
康
男

　
　 

〃 

　
　
太
郎
丸�

保
坂
　
弘
義

　
　 

〃 

　
　
太
郎
丸�

中
島
　
直
人

　
　 

〃 

　
　
小
国
沢�

北
原
　
久
夫

　
　 

〃 

　
　
上
岩
田�

木
原
　
　
博

　
　 

〃 

　
　
法
末�

内
山
　
　
実

　
　 

〃 

　
　
楢
沢�

高
橋
　
久
夫

　
　 

〃 

　
　
新
町�

◎
中
村
　
　
忠

　
　 

〃 

　
　
上
谷
内�

高
橋
　
茂
男

　
　 

〃 

　
　
相
野
原�

岡
　
　
秀
久

　
　 

〃 

　
　
相
野
原�

田
中
　
　
勇

　
　 

〃 

　
　
二
本
柳�

田
中
　
　
剛

　
　 

〃 

　
　
法
坂�

山
﨑
　
　
進

　
　 

〃 

　
　
法
坂�

山
﨑
　
一
也

見
附
市
椿
澤
町�

◎
結
城
　
和
廣

　
〃
　
椿
澤
町�

結
城
　
益
栄

　
〃
　
椿
澤
町�

平
井
　
良
朋

　
〃
　
田
井
町�

◎
稲
田
　
晴
男

　
〃
　
田
井
町�

小
出
　
正
美

　
〃
　
田
井
町�

平
井
　
忠
勝

　
〃
　
鳥
屋
脇
町�

板
垣
　
俊
雄

　
〃
　
熱
田
町�

生
田
　
浩
尉

　
〃
　
名
木
野
町�

山
田
　
好
明

　
〃
　
名
木
野
町�

丸
山
　
計
一

　
〃
　
名
木
野
町�

福
田
　
準
一

　
〃
　
明
晶
町�

稲
田
　
博
栄

　
〃
　
下
新
町�
牛
膓
　
　
正

　
〃
　
漆
山
町�
菊
地
　
一
男

　
〃
　
石
地
町�

源
川
　
一
昭

　
〃
　
堀
溝
町�

目
黒
　
健
一

　
〃
　
小
栗
山
町�

森
田
　
久
雄

三
条
市
矢
田�

◎
堀
内
　
靖
記

　
〃
　
吉
野
屋�

梅
本
　
久
雄

長
岡
市
百
束
町�

諸
橋
　
秋
雄

　
〃
　
鴉
ヶ
島�

◎
矢
澤
　
栄
一

　
〃
　
栃
尾
大
野
町�

大
﨑
　
増
雄

　
〃
　
小
貫�

佐
野
　
公
明

　
〃
　
吉
水�

飯
浜
　
　
清

　
〃
　
下
塩�

◎
土
田
　
米
蔵

三
島
郡
出
雲
崎
町
馬
草�

山
田
　
義
一

　
〃
　
出
雲
崎
町
久
田�

小
黒
　
啓
二

　
〃
　
出
雲
崎
町
上
中
条�

関
川
　
克
也

　
〃
　
出
雲
崎
町
別
ケ
谷�

金
子
　
芳
春

　
〃
　
出
雲
崎
町
山
谷�

小
林
　
俊
幸

　
〃
　
出
雲
崎
町
小
釜
谷�

田
中
　
　
実

　
〃
　
出
雲
崎
町
桂
沢�

名
地
　
昌
訓

　
〃
　
出
雲
崎
町
中
山�

◎
佐
藤
　
一
彦

　
〃
　
出
雲
崎
町
上
野
山�

茂
木
　
保
彦

　
〃
　
出
雲
崎
町
市
野
坪�

◎
丸
山
百
合
江

　
〃
　
出
雲
崎
町
稲
川�

◎
大
谷
　
利
一

　
〃
　
出
雲
崎
町
田
中�

野
中
　
榮
作

　
〃
　
出
雲
崎
町
小
木�

藤
間
　
正
行

　
〃
　
出
雲
崎
町
相
田�

五
十
嵐
信
義

新
潟
市
西
蒲
区
石
瀬�

鈴
木
　
　
茂

長
岡
市
大
積
町
二
丁
目�

桑
原
　
正
一

　
〃
　
大
積
町
三
丁
目�

戸
川
富
士
雄

　
〃
　
大
積
田
代
町�
伊
藤
　
正
昭

　
〃
　
柏
町�
小
林
　
善
一

　
〃
　
大
積
三
島
谷
町�

◎
今
井
　
栄
一

長
岡
市
鉢
伏
町�

小
野
　
藤
一

　
〃
　
上
条
町�

本
田
　
芳
郎

　
〃
　
渡
沢
町�

◎
岸
　
　
正
美

　
〃
　
滝
谷
町�

岩
村
　
　
誠

　
〃
　
不
動
沢�

宮
澤
　
　
泉

　
〃
　
岩
田�

安
藤
　
正
芳

　
〃
　
岩
田�

白
井
　
藤
夫

　
〃
　
岩
田�

林
　
　
辰
夫

　
〃
　
岩
田�

鷲
頭
　
正
一

　
〃
　
飯
塚�

佐
藤
　
源
一

　
〃
　
飯
塚�

中
静
　
秀
一

　
〃
　
飯
塚�

中
靜
　
秀
雄

　
〃
　
飯
塚�

◎
丸
山
喜
代
次

　
〃
　
飯
塚�

平
石
　
重
行

　
〃
　
沢
下
条�

◎
重
野
　
信
夫

　
〃
　
東
谷�

内
山
　
　
隆

　
〃
　
塚
野
山�

中
山
　
生
一

　
〃
　
雲
出
町�

廣
川
　
孝
平

　
〃
　
雲
出
町�

渡
邊
　
　
弥

　
〃
　
蓮
花
寺�

◎
小
川
　
　
力

　
〃
　
蓮
花
寺�

井
上
　
　
勉

　
〃
　
中
永�

難
波
　
仁
一

　
〃
　
三
島
上
条�

田
中
　
和
行

　
〃
　
三
島
上
条�

田
中
　
利
通

　
〃
　
逆
谷
　�

小
熊
　
東
一

第
１
区

第
１
区

　
小
国
区
域

　
小
国
区
域��
3939
名名

第
四
区

第
四
区

　
本
所
区
域

　
本
所
区
域��

8989
名名
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〃 

　
　
桐
沢�

◎
長
谷
川
知
夫

　
　 

〃 

　
　
桐
沢�

青
柳
　
正
彦

　
　 

〃 

　
　
金
沢�

山
口
富
士
雄

　
　 
〃 

　
　
箕
輪�

桑
原
　
義
一

　
　 
〃 
　
　
上
村�

藤
田
　
　
清

　
　 

〃 
　
　
下
村�

永
見
　
敏
弘

　
　 

〃 

　
　
下
村�

永
見
　
昌
彦

　
　 

〃 

　
　
七
日
町�

小
林
　
　
修

　
　 

〃 

　
　
七
日
町�
小
林
　
　
明

　
　 

〃 

　
　
上
栗�
角
山
　
徳
郎

　
　 

〃 

　
　
上
栗�

原
　
　
雅
彦

　
　 

〃 

　
　
押
切�

加
瀬
　
郁
男

　
　 

〃 

　
　
武
石�

◎
内
山
　
政
春

　
　 

〃 

　
　
武
石�

相
波
　
恵
司

　
　 

〃 

　
　
原
小
屋�

小
川
　
益
巳

　
　 

〃 

　
　
千
谷
沢�

◎
佐
藤
　
好
和

　
　 

〃 

　
　
鷺
之
島�

小
川
　
道
範

　
　 

〃 

　
　
八
王
子�

内
山
　
　
功

見
附
市
太
田
町�

藤
田
　
亮
一

　
〃
　
池
之
島
町�

島
　
　
邦
威

　
〃
　
河
野
町�

矢
沢
　
浩
之

　
〃
　
神
保
町�

◎
小
熊
　
　
勉

　
〃
　
本
明
町�

関
　
　
三
郎

　
〃
　
宮
之
原
町�

小
林
　
　
智

　
〃
　
牛
ケ
嶺
町�

渡
辺
　
信
一

　
〃
　
人
面�

小
林
　
清
人

　
〃
　
滝
之
口�

橘
　
　
　
正

　
〃
　
山
葵
谷�

増
井
　
晴
夫

　
〃
　
塩
新
町�

藤
田
　
新
一

　
〃
　
上
塩�

大
港
　
博
幸

見
附
市
市
野
坪
町�

渡
辺
　
宏
二

長
岡
市
赤
谷�

佐
藤
　
政
美

　
〃
　
北
荷
頃�

猪
俣
　
重
光

長
岡
市
寺
泊
郷
本�

青
栁
　
　
寛

　
〃
　
寺
泊
田
頭�

渡
辺
　
　
隆

　
〃
　
寺
泊
弁
才
天�

大
塚
　
勝
巳

　
〃
　
寺
泊
矢
田�

◎
山
崎
　
敏
栄

　
〃
　
寺
泊
五
分
一�

阿
部
　
真
一

　
〃
　
下
小
島
谷�
松
永
　
利
治

　
〃
　
中
小
島
谷�
田
村
　
考
作

　
〃
　
和
島
高
畑�

諸
橋
　
　
隆

　
〃
　
東
保
内�

◎
八
子
　
　
篤

　
〃
　
村
田�

花
井
　
　
清

　
〃
　
両
高�

小
林
　
良
和

　
〃
　
島
崎�

早
川
　
勝
弘

　
〃
　
荒
巻�

島
倉
　
孝
信

三
島
郡
出
雲
崎
町
沢
田�

◎
山
田
　
博
之

　
〃
　
出
雲
崎
町
神
条�

南
波
　
正
隆

　
〃
　
出
雲
崎
町
滝
谷�

伊
藤
　
　
健

　
〃
　
出
雲
崎
町
柿
木�

日
浦
　
　
徹

　
〃
　
宮
本
町
一
丁
目�

小
林
　
一
三

　
〃
　
宮
本
町
二
丁
目�

◎
綱
島
　
幸
市

　
〃
　
宮
本
町
三
丁
目�

浮
部
　
信
昭

　
〃
　
宮
本
町
四
丁
目�

松
本
　
　
司

　
〃
　
宮
本
堀
之
内
町�

田
村
　
俊
二

　
〃
　
宮
本
東
方
町�

廣
川
　
正
導

　
〃
　
関
原
南
三
丁
目�

◎
太
田
　
一
郎

　
〃
　
白
鳥
町�

押
味
　
良
明

　
〃
　
乙
吉
町�

◎
高
橋
　
政
俊

　
〃
　
乙
吉
町�

長
谷
川
厚
生

　
〃
　
宮
路
町�

菊
池
　
　
裕

　
〃
　
麻
生
田
町�

殖
栗
　
隆
夫

　
〃
　
浦
瀬
町
一
丁
目�

土
田
　
　
宏

　
〃
　
浦
瀬
町
二
丁
目�

林
　
　
春
仁

　
〃
　
浦
瀬
町
三
丁
目�

関
谷
　
勝
義

　
〃
　
浦
瀬
町
四
丁
目�

佐
藤
富
士
正

　
〃
　
浦
瀬
町
五
丁
目�

波
多
　
重
夫

　
〃
　
浦
瀬
町
六
丁
目�

土
田
　
静
男

　
〃
　
加
津
保
町�

佐
藤
　
　
淳

　
〃
　
桂
町�

丸
山
　
和
則

　
〃
　
亀
崎
町�

佐
藤
　
　
権

　
〃
　
栖
吉
町�

安
部
　
信
雄

　
〃
　
栖
吉
町�

岡
地
　
良
晴

　
〃
　
栖
吉
町�

高
野
　
一
雄

　
〃
　
東
片
貝
町�

佐
藤
　
孝
文

　
〃
　
西
片
貝
町�

◎
水
澤
　
一
之

　
〃
　
千
代
栄
町�

佐
藤
　
　
昇

　
〃
　
成
願
寺
町�

高
野
　
幸
一

　
〃
　
柿
町�
神
保
　
光
生

　
〃
　
高
畑
町�
吉
田
　
隆
一

　
〃
　
逆
谷�

田
中
　
政
芳

　
〃
　
気
比
宮�

西
原
　
幾
夫

　
〃
　
宮
沢�

小
熊
　
　
修

　
〃
　
瓜
生�

小
川
　
　
稔

　
〃
　
下
河
根
川�

白
原
　
光
明

　
〃
　
大
野�

井
開
　
賢
一

　
〃
　
脇
野
町�

小
林
　
　
力

　
〃
　
脇
野
町�

大
島
　
　
誠

　
〃
　
吉
崎�

難
波
　
常
男

　
〃
　
上
岩
井�

安
立
　
安
徳

　
〃
　
上
岩
井�

安
立
　
信
治

　
〃
　
上
岩
井�

安
立
　
正
幸

　
〃
　
上
岩
井�

安
立
　
忠
晴

　
〃
　
七
日
市�

齋
藤
　
　
明

　
〃
　
七
日
市�

中
村
　
郁
夫

　
〃
　
鳥
越�

結
城
　
喬
二

　
〃
　
鳥
越�

石
田
　
春
雄

　
〃
　
鳥
越�

◎
青
栁
　
敏
郎

　
〃
　
鳥
越�

江
口
　
　
満

　
〃
　
鳥
越�

棚
橋
　
　
誠

　
〃
　
与
板
町
槙
原�

吉
岡
　
二
郎

　
〃
　
与
板
町
槙
原�

森
　
　
直
樹

　
〃
　
与
板
町
山
沢�

◎
大
橋
　
重
一

　
〃
　
与
板
町
蔦
都�

内
藤
　
伸
男

　
〃
　
与
板
町
与
板
（
柳
之
町
）�

中
野
　
　
均

　
〃
　
与
板
町
与
板
（
中
町
）�

長
谷
川
　
清

　
〃
　
与
板
町
本
与
板�

丸
山
　
要
一

　
〃
　
与
板
町
本
与
板�

大
平
　
一
郎

　
〃
　
与
板
町
岩
方�

◎
髙
野
　
正
史

第
三
区

第
三
区

　
三
島
区
域

　
三
島
区
域��

3232
名名

第
二
区

第
二
区

　　
刈
谷
田
区
域

刈
谷
田
区
域��

4040
名名
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担
当
職
員
の
声

担
当
職
員
の
声

販
売
加
工
課 

主
事　

桑
原
祐
大

　

今
春
か
ら
を
主
伐
・
再
造
林
事
業
を
担

当
す
る
販
売
加
工
課
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
、
桑
原
と
申
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
現
場
作
業
員
と
し
て
、
特
殊

伐
採
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
よ
つ
ば
の
森
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
通
じ
て
組
合
員
様
の
森
づ
く
り
に
か
か

わ
ら
せ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
再
造
林
な
ど
の
ご
相
談
に
伺
う

こ
と
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
等
に
時
間
が
か
か
り
、
ご

応
募
を
い
た
だ
い
て
か
ら
返
答
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
長
ら

く
お
待
た
せ
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
林
内
の
調
査
、
公
道
と
の
接
続
や
搬

出
経
路
等
入
念
な
調
査
が
必
要
と
な
る
た

め
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〇募集対象地：長岡市・見附市・出雲崎町
〇50年生以上のスギ人工林で0.5ha（５反）程度
のまとまりがあること
　※隣地と共同での応募も可能
〇林内に木材搬出道の開設の了解が得られること
〇皆伐後に組合が指定する樹種（スギ、コナラ、ク
ヌギ等）の中から植栽を行えること

◆◆再造林モデル事業 応募要件◆◆◆◆再造林モデル事業 応募要件◆◆

協力金として最大で
� 4

よつば
28千円/haを還元します。

　今年度は主伐・再造林
事業は約10haを計画し
ています。
　春先より出雲崎町豊橋
地区にて主伐施業を行い
ました。また継続事業と
して長岡市の乙吉地区、
日野浦地区にて施業を進
めております。
　晩秋頃に植林を行い、
早期緑地化を目指します。
　伐期を向かえた要件に
当てはまる森林をお持ち
の方は、ぜひ組合までご
連絡ください。

出雲崎町豊橋地区出雲崎町豊橋地区

長岡市乙吉地区長岡市乙吉地区

長岡市日野浦地区長岡市日野浦地区

施業の様子を
YouTubeの動画で
ご覧いただけます!

～「伝える森つくり」100年先の未来が豊かに続きますように～
森を生かして森を生かして
木を活かす木を活かす よつばの森つくよつばの森つくりプロジェクトりプロジェクト

候補地候補地
募集中!募集中!
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森
林
整
備
課　

青
野
桜
人

森
林
整
備
課　

木
村
夏
葵

　

今
年
の
４
月
に
入
社
し
、
５
か
月
の
短
い
期
間
の

中
で
も
今
ま
で
に
な
い
知
識
、
経
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

一
人
の
考
え
方
や
や
り
方
に
こ
だ
わ
ら
な
い
お
か
げ

で
多
く
の
こ
と
を
得
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
々
の
内
容
が
濃
い
も
の
と
な
り
、
焦
り

や
苦
労
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目
指
す

も
の
や
目
標
を
立
て
つ
つ
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
組
合
に
入
社
し
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
で
ほ
と
ん
ど
知
識
も
な
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
班
長
や
先
輩
の
助
け
も
あ
り
、
今
で
は

楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
や
出
来
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
出
来
る
こ
と
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
な
い
よ
う
安
全

作
業
で
今
後
も
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
職
員
の
紹
介

新
規
職
員
の
紹
介

　

本
年
２
月
、
出
雲
崎
町
立
出
雲
崎
小
学
校

に
て
木
工
教
室
を
開
催
さ
れ
、
本
棚
の
製
作

を
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
県
内
各
地
の
32
事
業
体
か
ら
総

勢
47
名
の
研
修
生
が
参
加
し
、
研
修
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
組
合
か
ら
も
２
年
生

２
名
、
３
年
生
３
名
が
参
加
し
知
識
と
技
術

の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

緑
の
雇
用
研
修

木
工
教
室
の
開
催

◇組合員以外の方は表示価格の10％増しとなります。
当日限りのお買い得品のほか、森林香・携帯防虫器などなど森林組合ならではの商品を多数取り揃えて皆様
のご来場をお待ちしています。

恒
毎年 例！ 第9回 機械無料点検会第9回 機械無料点検会＆＆チェンソーまつりチェンソーまつり

※修理・部品代は別途頂戴いたします。
※ 1家族 2台までとさせていただきます。

無料点検無料点検
コーナーコーナー

開催日時：令和6年10月5日（土）
　　　　　　午後1時から午後3時まで
会　　場：森林組合本所

MS182C-BE
通常価格￥49,500⇒
　￥42,000

ガーデンカッター用延長シャフト
（L＝1.5ｍ）
通常価格￥15,400⇒ ￥13,000

MS162C-BE
通常価格￥33,000⇒
� ￥27,000
ガーデンカッターGTA26
バッテリー、充電器付き
通常価格￥24,200⇒
� ￥18,000

現在現在現在現在

４月４月 ４月４月
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令和6年度　冬囲い用資材申込用紙
申込み期限：９月30日（月）まで

※上記価格は組合員価格となっております。組合員以外の方は10％増しとなります。

◆ご注文は、組合窓口までご持参いただくか、電話又はFAXでも承ります。
◆配達予定は、１０月中旬から１１月上旬頃となります。
◆価格は全て配達料込みの価格です。

住　　所

氏　　名

電話番号

品　名 企　画 税込価格
（円） 注文数

竹材

ウラ竹9尺 長さ約2.7m　太さ約1.2㎝
20本入り×2縛り 6,600 束

2寸竹 長さ約5.0m　元口約2㎝�
40本入 8,800 束

3寸竹 長さ約5.9m　元口約3㎝�
24本入 8,800 束

4寸竹 長さ約5.9m　元口約4㎝�
14本入 8,800 束

長木

3m（10尺） 削丸太 1,320 本

4m（13尺） 削丸太 1,760 本

5.0m（16.5尺） 自然木 3,850 本

5.4m（18尺） 自然木 4,400 本

玉縄

２．０分 日本製(山形産) 1,650 玉

２．５分 日本製(山形産) 1,760 玉

３．０分 日本製(山形産) 1,760 玉

中古合板 3,000 枚現品限り�
10 枚 1 セット 1,820㎜× 910㎜× 12㎜ 5,500 セット
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申込み期限：９月30日（月）まで
令和6年度　果樹苗・緑化苗申込用紙

◆ご注文は、組合窓口までご持参いただくか、電話又はFAXでも承ります。
◆苗木の配達予定は落葉後の11月下旬以降です。
◆枯れ等その他の補償、返品には応じられませんのであらかじめご了承ください。

住　　所

氏　　名

電話番号

上記以外の苗木についてもお気軽にお問合せ下さい。
※上記価格は組合員価格となっております。組合員以外の方は 10％増しとなります。

果
　
　
　
樹
　
　
　
苗

品　　番 品　　種　　名 税込価格
（円） 注文数

緑
　
　
　
化
　
　
　
苗

品
　
番

品　　種　　名 税込価格
（円） 注文数

渋柿

１ 平核無 11月上旬　果実に種子なし 2,420 36 アジサイ（株物） H＝0.5 880 

2 大核無 11月上旬　果重400ｇ内外 2,420 37 サルスベリ（赤） H＝1.50 3,300 

3 蜂屋 11 月上旬　干し柿に適す 2,420 38 サルスベリ（白） H＝1.50 3,410 

甘柿

4 早生次郎 10月下旬　果重230ｇ～ 2,420 39 コブシ H＝1.00 1,320 

5 能登紅富有 肉質まろやか　果重300g内外 3,080 40 シダレザクラ H＝1.50 4,510 

6 太雅 果重320ｇ位　果汁多く柔らか 3,740 41 ソメイヨシノ H＝1.50 2,420 

7 太秋 歯ざわり良　食味最高 2,530 42 ソメイヨシノ H＝1.80 3,080 

もも

8 大玉日川白鳳 7月中旬　肉質良　多汁 2,530 43 ベニヤマザクラ H＝1.50 2,420 

9 選抜あかつき 8月上旬　糖度、日持ち良 2,530 44 ヤエザクラ H＝1.50 2,420 

10 大玉白鳳 果重250ｇ内外　優良品種 2,530 45 ナツツバキ H＝1.20 1,980 

11 白根白桃 9月中旬～　食味良好 2,530 46 ナナカマド 防火樹　紅葉が美しい 2,090 

12 川中島白桃 樹勢強　多汁　甘味多い 2,530 47 ニシキギ 錦の木で紅葉 1,320 

すもも

13 ソルダム 果肉は濃紅　豊産性 2,200 48 ハクモクレン 春に白い大花をつける 1,760 

14 太陽 果皮は鮮紅色　食味良好 2,200 49 シモクレン 春に紫の大花をつける 1,760 

15 プルーン 自家結実　豊産性 2,200 50 ショウジョウモミジ 新芽鮮やか紅　成長早い 2,310 

うめ

16 白加賀 梅酒　梅漬に良い 2,090 51 イロハモミジ 葉が小さく秋紅葉 1,320 

17 藤五郎 果重大　梅酒　甘露梅向き 2,090 52 ヤマボウシ（白） H＝1.20 2,310 

18 越の梅 粒揃い　外観　肉質優良 2,090 53 ヤマボウシ（赤） H＝1.00 2,090 

19 南高 梅漬　梅酒向　果重25g位 2,090 54 ライラック 別名リラ　札幌で有名 2,310 

りんご

20 つがる 多汁　甘味強い　 2,640 55 ゲッケイジュ 刈込みに強い　葉が芳香 1,540 

21 王林 黄肉種　甘味強く多汁 2,640 56 サカキ 神事に使用 2,420 

22 ふじ 甘味強　多汁食味良好 2,640 57 エゾユズリハ 子孫繁栄縁起良い木 1,210 

23 ぐんま名月 酸味少なく多汁　蜜入り 2,640 58 レッドロビン 刈込みに強い垣根向き 1,980 

なし

24 豊水 肉質柔らか　多汁甘酸適和 2,530 59 ドウタンツツジ 花は4～ 5月で紅葉美しい 1,210 

25 新高 肉質柔らか　多汁甘味多 2,530 60 オチャノキ 庭木、茶の原種 1,430 

26 新興 多汁　甘味多　果重400ｇ～ 2,530 61 イヌツゲ 生垣用　葉が美しい 1,540 

ぶどう

27 藤稔 1粒 20 ～ 25 ｇ　着色良好 3,190 62 ハナミズキ（白） H＝1.50 3,850 

28 巨峰 外観　品質　食味優秀 2,860 63 ハナミズキ（赤） H＝1.50 5,060 

29 シャインマスカット 皮ごと食べられ　食味良好 4,730 64 トチノキ 新緑や秋の黄葉が美しい 1,210 

くり

30 丹沢 果肉粘質　甘味香良好 2,090 65 メグスリノキ 樹皮を煎じて洗眼薬 3,300 

31 ぽろたん 渋皮がポロリとむける 2,860 66 シロダモ 10～11月実が赤く熟す 1,100 

32 石鎚 甘味　食味良好 2,090 67 クヌギ H＝1.20 1,100 

33 銀寄 果肉　粘質　甘味良好 2,090 68 ケヤキ H＝1.20 1,210 

いちじく
34 ドーフィン 夏秋兼用　甘味多く豊産性 1,760 69 コナラ H＝1.50 1,980 

35 甘いちじく 極甘品種 2,420 70 ブナ H＝1.00 1,980 
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編編 集集 後後 記記
　昨年来、異常気象を引き
起こすと言われたエルニー
ニョ現象が収束したと思い
きや、ラニーニャ現象の発

生で日本付近では暑夏・冬季は厳寒と極端な天候にな
り易いと言われています。ここ近年、日本の四季から
春秋が消えつつあると感じるのは私だけでしょうか？
春の桜、秋の紅葉があっての日本の四季です。地球温
暖化防止、CO2排出抑止に個々が取組み、緑の地球を
守りたいものです。� （小川理事　記）

企業紹介動画

長岡市の専用サイトにて一般公開されていますので､
ぜひご覧ください！

https://nagaoka-shukatsuondemand.jp/1140/
『長岡のしごと場 オンライン就活の広場』『長岡のしごと場 オンライン就活の広場』組合員の皆様へ

｢変更届｣は300日以内に｡

中越よつば森林組合
□長  岡  本  所　長岡市雲出町字前田 4421 番地　TEL（0258）21-4525　FAX（0258）21-4533
　　　　　　　     MAIL  info@yotubaforest.or.jp
□刈 谷 田 支 所　見附市神保町218番地　TEL（0258）63-2451　FAX（0258）63-3048
　　　　　　　　※刈谷田支所の窓口業務は、月・水・金曜日となります。
□小 国 事 業 所　長岡市小国町法坂767番地　　　 TEL（0258）95-4147
□三 島 事 業 所　長岡市小島谷字上の東506番地1　TEL（0258）74-2016
　　　　　　　　※小国事業所・三島事業所については、４月～11月の毎月10日
　　　　　　　　(土日祝日の場合は翌営業日)に臨時窓口を開設します。

令和７年度　新規職員募集のお知らせ令和７年度　新規職員募集のお知らせ

組合では、森林整備を中心に木材加工販売、請負工事や公園管理など
SDGsにも直結しており、脱炭素社会の実現に向けて事業を行っています。
地域の林業を100年先の未来へ継承し続けるために、意欲ある若い人材を募集します。
自然環境のなかで働きたい方、森林・林業に興味のある方、一緒に働いてみませんか。

■ 採 用 人 数
■ 労 働 条 件

■ 応 募 資 格

■ 選 考 方 法
■ 受 付 期 間
■ 担 　 　 当

総合職員(一般事務)１名・技術職員１名　令和７年４月１日採用予定
休日・休暇　営業カレンダーによる（年間休日113日）
勤務時間　　【総合職員】午前８時00分～午後5時30分（休憩時間90分）
　　　　　　【技術職員】午前８時30分～午後5時30分（休憩時間120分）
初 任 給　　【高 校 卒】175,000円／【短大・専門卒以上】180,200円～
各種手当　　通勤・扶養・賞与年３回
加入保険等　雇用・労災・健康・厚生・退職金制度あり
令和７年３月卒業見込み（既卒応募可：卒業後３年以内）の方
要普通自動者免許（AT可）
面接、適正検査、作文
定員に達し次第終了いたします。
企画管理課　鈴木　☎025８-21-4525　※職場見学も随時受付けております。

　住所が変わった、組合員であった方が亡く
なられた、譲渡等により山林を所有しなく
なった などの理由で、現在お届けいただい
ている組合員情報の内容に変更があった場合
は 300日以内 に変更手続きが必要となりま
すのでご連絡をお願いいたします。手続き後、
出資証明書を発行いたします。

※合併以前の『長岡地域森林組合』『刈谷田
森林組合』『小国町森林組合』『三島郡森林
組合』の出資金額は中越よつば森林組合に
引き継いでおり、当時の出資証券は無効と
なります。
※手続きに必要な届出用紙は､ 中越よつば森
林組合のホームページからもダウンロード
できますので､ ぜひご利用ください。


